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仏
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(市内 3カ fi，希よりパスで滋迎)
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戸成蕊赤十学輪後専門学事査一

惨毒事室事人災 30名

砂受験資総 ミ史的各号に量産滋する
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活字数兇込A何者、または交番苦火隠
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舎存し、高等学校本遺産又は卒業見

込みの者 (2)議事手渡憾の資絡を

fヰた後3"手以上業務に従事Lてい

る者 (3)高読書事全対立のi若生議議科

卒業見込み的殺

l>聖書欝費量f寸 U日干!l53年 1丹10詩~

l丹記事時

1>1竜革委設 昭和53年 2fl3!l-2

fl4 Il 

砂問合せ 糸双子量産掠3生専門学院

器 0472-61~-O世話2

テレホンサーをゴス
官主総をかけることにより、

衛的業務等がわかります。

平吾は1i盟Hl!内議務、自費喜，

f本宮{こは、 日遊詩・休日当番径

がわかります。 (24時間可能)

売値と共に10窃三きたりO悶ど

リうような策定ミがゐります。

紅がよZ コネットプライスどいわれ

るもグ)'告す a

y トプライスでほんとの

i瀦激的比較を わたしょ宝が貿

q却をする持、 f車段、必霊君、ll1:目、

L好などを日号をにしますョ しか

し同品gでも、長まEIも後設もま

ちまちをら、見かけの{産1''1:だ
綴って下さい

では本主語的絞殺のi量いはわかり

*ベビーバギー家 家警護事託オルガ ません。そこで単位寄盆'枚数・

ン *号電気こたつ *チニエスラケ 長冬滋々のi翠絡{ユ品、ゾト

ット キ2段ベッド *プラス王子 イス)を阪売極怒と i言?と〈主完治

ック童謡幼児率 L， i両軍望者向選択をilll壊にしよ

連絡は夜二審事掛82…1151内線233 うとするものです。

1>日時 11持活日 午務10時い ら毎年防総II'議官筆金書主資額の 1パ

砂場所 千葉県中ノi、企業会線 セ〆ト 111ぎ話番貢丹羽子補給量芝やtl'

1>申滋・総合せ 市役pず{縦二ζ認を 宅手当母子そ 5年以上受けるニとが

令不主主的主主撃型機会令 野喜子…1151内線233 でき

惨月日 11月苔践{註~~ _ ^ _1. r¥ ...綴ま費者望号けることがで曹る主主宅
|役宅金滋公庫

歩集会伐孫子釈放札口午前9時 | l とごl:l謹 *住宅総設(j)r.!:断続30m'
| 財形住宅資念貸付け | 

母平総滋カウント今 ! 一一一:"'-.J 以上 l自5m'以下ぬ公燃の線設基準

軒昂 8 11月13日 (H) 惨受付期間関紛終年z月28詰ま に合っているもの *住宅勝人φ
参議会市役所午前9時 で{ただし、受付期限中で L滋ぎを 公滞融資付事事務役穏や高窓生毛践

，.，..・..... ¥ 予言註附設立に支撃したときは線級ます〉
111警は計霊堂:.iE.害復 ¥ 
強諮月潟ぞず ノ 関 側M ことがで害時

、 ，/  めム a浴室主説書以上の総入があり尚分

@計畿地問主主綴織話事重量 で険むため的住宅を主義語童文は鵡入

11月16・17日内 2日間i言十主主法的 ずる者②国家公綴炎、 J恵方公務

規定にま毒づき館内的尚席、事業妥号、 災、 日本属有欽灘、 日ノトヴ立f，訂正訟

における誇?縁起廷予告の実態を撚j醸し、 公校、民本時事ラ官公tl的総長以外的

2車止二言十:践的事笹{張iこ必要な来月H:術 者 号事3"字以上然続して財務員?子容

導するた的、 rli殺1'1と言十数;むがお をし、毎年10万災以上町残向的I脅

かれ‘しますのぞご協力くださいa 加がありそ約九社認が鵠 lirl以上

。量産10題商品昔u電競争堂大会③ ある殺仏)勤務Lている会役主宰か
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